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新入生の皆 さ ん へ

附属図書館長幸地成曹

E入学おめでとフ Eざいます.

皆さんは大学ヘ学聞を修め、教.，をS苦うためκ入学したと，¥Hいますが、単に教育を畳けるためでした

ら、もっ12年以上も小学絞から高等学校までに経験済であります.

大学は教育の場には途いありませんが、学生にとっては 敏行を畳けるにしても、より自由なより自

主的伝週択ができるように伝っています.大学は自己教育の梅でもあり、自己研掴白地でもあります.

乙の学生の自主的低学習、自由句研究に究〈 ζ とのできはい施設が大学図書館であります。大学園管館

は教官、学生の自主的研究学習を円滑にし、輯合的'.教穫を構う織であり 文知的レクレ ションの

場でもあります.皆さんの大学生活の中で 知的活動のために織も組しんでいただきたいのが図省館で

あります。

大学図書館がζの情報の氾省晴代にどのように対応しているかを簡単に紹介しておきます.

1970年代に入ってから発言受容れた論文数は毎年200万件以上といわれていますが、これは 1災働日当

り6.000-7，000件になります。常1mの起鋭から現在までに帯関された学術治文の盤はローマ字陀して

10兆字以上に速するといわれ.件数にして2.000万件以上であり.図書(単行本)は個人蔵曹を隔視す

れば 柏 1健点Kなると見られています.現在の疏大図嘗館のような姐吻が450以上も必畢におるわけ

です.世って 図書館ではすべての情報や文献を収集する ζ とは不可能であります。その解出買と Le:

国立大学図轡館は相E協力のネ y トワーク作りを推進しています内l!!在行Uわれている相官主凶力は

1 )相互閲覧、 2)相互文献複写、 3)相E貸借であります.また、コンピA タによるオンライン情

報倹猿システムiと加入L 即時に文献情綴が入手できるよつな附報倹索サ ピスを行ヲています.乙の

コンピ~-タによるオンライン情報検索サ ピスにより、屈なから陀して、圏内は勿S省、外国の文献情

鰍を知る乙とができ、国の内外を間わず.文献の入手が可能tとな勺てきました。乙のような図轡館町サ

ーピス活動を大いに利用していただきたいと思います。



やまと旅 の ぼ て

人によって旅のたのしみも具なるものである。乙とに本土旅行の場合だと妙にぎくしゃくした、平静

ではいられない気持ちになる乙とを主要な目的にする者さえいるだろう。

初めて降り立った土地の新鮮さや日常生活を離れた時に味わう一種の解放感。そして名所旧跡を観光

したり、自らの感覚でじかにその風土をみるたのしさ。乙れらもすべて旅特有のものである。しかし、

所詮ひとは自分の身につけただけのものしか持ち帰らないのである。

今回のトリオ出張もプライヴェートな時間ともなればおのずと各自の趣向にしたがって行動するのを

常とした。博多から電車で 3時間、多分に田舎臭さと南蛮情緒のただよう長崎lζ着いたのはすでに夕方

金比羅山麗のあかりが車窓lζ流れる頃であった。

ただあてもなくうらぶれた路地を歩きながら、家のっくりや屋敷のたたずまい、人の顔にはなし言葉

そしてそれらをひっくるめた全体としての沖縄とは異質なものを肌で感ずるのは、復帰の年に初めて本

土の土を踏んで以来何ら変化がない。単に歴史的伝統や生活様式のちがし、を強調するだけではおさまり

がつかない、外見の特異性を乙えたものへの本能的な反応なのである。いったん本土に来れば、内なる

自分lζ向って白いかけるもうひとりの自己を発見する。われら押縄人はいったい如何なる存在なのか、

沖縄とは何かと執醐に自己確認をせまる声をきく。はっきりした理論的根拠を示せないながらも本土に

対して「異族」を感じているのかもしれない。日本国家の中にあって乙のような感槻をいだくのは沖縄

の人聞をおいてほかにはありえないだろう。そ乙に「沖縄県政 100年」ではなく、 「琉球処分 100年」

でなければならぬ理由もあろうか。

こうして本土に行く乙とが多分に心のひっかかりを生じさせる乙とではあっても、さて来てしまえばそ

れなりの効用はある。古書屈をたずね歩く乙とが私にとっては公私ともに実用を兼ねた第ーのたのし

み、文字通りの享楽である。古本と言えば聞こえは悪くとも学習参考書や週刊誌、漫画lをただ雑然と並

べた、無性格な本屋が本来の古書屈ではなL、。(残念ながら沖縄の古書屈は乙の域を出ていない)そ乙

には古書屈と言えどもおのずと秩序があるのだ。かつて三木清は「書物の倫理Jと題する一文の中で次

のように書いた。["或る人の文庫を見ればその人の性格がおのずから現われている。そ乙に文庫の倫理

とでもいうべきものがある。文庫を見れば主人が何を研究しているかというような乙とが分る以外に、

そ乙に更に深いもの、即ちその人の性格が自然ににじみ出ているのが面白い。本は自分l乙使えるように

最もよく使えるように集めなければならない。そうすることによって文庫は性格的なものとなる。そし

てそれはし、わば一定のスタイルを得て来る」と。

成程、そう言われてみれば個人の文庫にとどまらず古書庖や図書館にも同じ乙とが言えるような気が

する。経済関係ならA書居、文学関係ならばB書屈とあるもので、時として年期の入ったオヤジには専

門的な内容に立ち入ってまで教えられる乙とがある。個性を有するということは、とりもなおさず自ら

を他者と区別し、自らのあり方を問うことを意味する。一度でも神田や本郷、高円寺あたりを歩いた経

験のあるひとなら、誰しも古書庖めぐり共通の、あの眠から隈まですばやく書棚に目をとおす宝捜しに

も似たたのしさに覚えがあるはずだ。そして、今度の福両、長崎の古書庖探索においても同様であった

ばかりでなく、少なからぬ収穫を得たのであった。

古書庖iと関する臨り、概して大阪、京都、東京といった大都市に、特徴のある専門別の古書屈が集中

しているのは、その需要に応じた結果だとしても、各書庖の定期古書目録とか「日本古書通信J更には

クチコミ lζ至るまで雑多な情報が飛びかう環境は、へき地に住む人聞にしてみれば何ともうらやましい

限りである。

ζ うしてみると私の本土旅行にはひとつの傾向、つまり久しく疎遠になっていた「祖国J1<::.精神的
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なよりど乙ろや慰安を求めるそれというよりは物質的な渇望を満たすような純然たるプラグマテイズム

の{頃向があるように，思える。

(閲覧係伊佐真一)

]OIS公衆回線サービスについて 2 

前号でお知らせしました J0 1 S公衆回線サービスを昭和55年4月 1日から実施する乙とになりまし

た。つきましては教官各位がど利用いただくようお融いします。

琉球大学と JICST聞の契約書に、 J01Sの出力物について次のような禁止条項がありますので

利用者各位が順守してくださるようお知らせします。

(出力物の複製等)

第9条 出力物(甲の端末機から出力されるファイル内容および前条の回答書をいう Q 以下同じ)は、

甲の教職員の調査研究以外の目的に利用してはならない。

2 出力物は、甲の教職員の調査研究以外の目的に供するために複製文は編集しではならない。

3 出力物は、印刷または電子計算機可読記録の方法によって複製又は編集しではならない。

(出力物の配布)

第10条 出力物および乙れを複製し、または編集したものは、乙の承認なしに甲の職員以外の第三者に

配布してはならない。

2 出力物および乙れを複製し、または編集したものの国外への持出しは次の各号の定めに従うもの

とする。

(1) J 1 CST理工学文献ファイル、 CLEAR1NG圏内研究ファイルおよびMEDLARS医学文献

ファイノレは乙の承認を必要とする。

(2) CASEARCH化学文献ファイノレ、 TOXLINE毒性文献ファイ JレおよびSSIE米国研究案内

ファイルは国外へ持ち出す乙とはできない。

(条文中の甲は琉球大学、乙は日本科学技術情報センターのことです)

なお 3月25日(火) 10~ 12時に法文ビル 101教室において丸善D1ALOGシステムの説明会を開催

しました。参加者は29人で中教官は 6人でした。

近日中にDIALOG検索サービスも行う予定です。

理学部図書室 4月 1日(火)開室

附属図書館では理学部の新キャンパスへの移転にともない、教官、学生の教育研究に十分対応でき

るようかねてより準備をすすめていたが乙の程理学部棟内 2階会議室に凶書室を開設、 4月 1日(火)

からサービスを開始します。

開閉時間は月~金、 08: 30 ~ 17 : 00まで(土曜日は12: 30まで)

資料は理学部関係図書約 2，142冊(パックナンバーを含む)新着雑誌 202種が開架され、資料

の利用を待っている。

また貸出冊数は 2冊10日間(雑誌類、参考図書等は除く)で従来どうりである。
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閲覧規程の改正について

附属図書館は、土曜日は平日に比べ利用者が多いため今年 4月 1日から土曜の閉館時聞を延長し、学

生へのサービス向上を図る必要があり琉球大学附属図書館閲覧規程の一部が次のように改正された。

琉球大学附属図書館閲覧規程の一部を改正する規程

琉球大学附属図書館閲覧規程 0963年 6月29日理事会制定)の一部を次のように改正する。

第 3条第 2項中 116時Jを 116時30分」に改める。

第 8条第 7号中 11ヶ月Jを 11月」に改める。

乙の規程中「または」を「文は」に改める。

附 則

乙の規程は、昭和55年 4月 l日から施行する。

哲学井上忠編弘文堂 1979

哲学概論三宅剛一弘文堂 1976

哲学の話大島正徳宝文館出版

1978 

哲学とは田口寛治埋想社 1978

知の変貌中村雄二郎弘文堂

1978 

自然思想史国谷純一郎三和書房

1978 

日本国誕生の謎鯨清日本文芸

社 1978

日本人とロシア人中村新太郎大

月書応 1978 

幕末維新期の研究石井孝吉川弘

文館 1978 

明治初期文化史清原貞雄賢文館

1935 

新編西商戦史 陸上自衛隊北能本修

親会編原書房 1977

昭和動乱の真相安倍源基原書房

1977 

大逆事件と内山怨童 柏木隆法

]CA出版 1979 

無政府地獄安成二郎新泉社

1973 

江藤新平と佐賀の乱園田日吉新

人物往来社 1974 

新着図書

101一157: 西国立志編 SamueI Smiles著

101-Mi76 中村正直訳同入社蔵版 明治4

101一077 年

鎖国時代日本人の海外知識 開国百

101-Ta 19 年記念文化事業会原書房 1978 

104-N37 悠久の大地IC立ってー私のインド紀

行池田大作聖教新聞社 1979

112 -Ku46 社会科学の方法と歴史 行沢健三他

編 ミネJレヴ、ァ書房 1978 

210.3 -Ku25 マックス・ウェーパーの社会科学論

ランシマン著湯川新沢法政大

21O.5-N37 : 学出版局

戦後日本の政策目標の評価 田中靖

210.58-175 政編学習院 1978

アメリカの人種と文化 Mario Pei 

210.6 -Ki 85 : 著大島良行訳中央大学出版部

1973 

210.627 -R 42 技術から象徴の世界へ飯塚忠雄

イザラ書房 1979 

210.7-AI2 韓国イデオロギ論亜細亜政策研究

院成甲書房 1978

289.1-Ka 77 レソーの政治思想樋口謹一世界

思想社 1978 

289.1-079 :近代天皇制への道程田中彰吉川

弘文館 1979 

289.1-S045 近代日本の政治家岡義武岩波書

底 1979
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283-Sm 

290.7 -Ka21 

292別9-132 

3ω-Y97 

301-R86 

3DI-Ta84 

302.日-P35

304-128 

311.22-A27 

311.23-H56 

312.1-Ta84 

312.8-036 



天皇制研究守屋典郎青木書庖

1979 

今日の日豪問題 日豪学術文化セン

ター太陽書林 1978 

日本人と法神島二郎他編 ぎょう

せい 1978 

法学の基本原理赤坂昭二成文堂

1978 

インド憲法の基本問題大内穂編

アジア経済研究所 1978 

日照の補償用地行政研究会中央

法規出版 1979 

民事訴訟法三ヶ月章弘文堂

1979 

民訴訟法講義 中野貞一郎他有斐

閣 1978

不確実性のもとにおける経済と経営

の対応 名古屋大学経済学部

1979 

日本経済の進路総合研究開発機構

東洋経済新報社 1979 

人口問題矢内原忠雄岩波書庖

1928 

出ニッポン記 上野英信潮出版社

1977 

経営代理制度論小池賢治 アジア

経済研究所 1979 

知的競争時代lζ勝つ 広田広三郎

日本経営出版会 1978 

見えざる大学科学共同体の知識の

伝播ーダイアナクレーン、岡沢和

世 訳敬文堂 1979

ヨーロッパからの発想木村尚三郎

講談社 1978 

ふるさと幻想森筒和江大和書房

1977 

日本人の世界地図長田弘他潮出

版社 1978 

313.6-M072 奥田暁子他訳 未来社 1978

女性解放とは何か松井やより 未 367.8-Ma97 

319.171-N71 来社 1975 

子どもの自殺稲村博東京大学出 369.16-I 53 

320目4-Ka38 版会 1978 

人間の尊厳と科学西山知三編効 400-N87 

321 -A32 草書房 1978 

近代科学の源流伊東俊太郎中央 402-189 

323.62-091 公論社 1978 

化学・薬学・生物医学の文献調査法 407.6-Sa76 

324.55 -Y72 笹本光雄地人書館 1978

地震予知の方法浅田敏編著東京 453-A81 

327.2一Mi22 大学出版会 1978 

幼児自閉症の研究 カーナー著十 493.937 -Ka57 

327.2-N39 亀史郎他訳繁明書房 1978

土を喰ふ日々 水上勉文化出版局 596.1-Mi 36 

330.4 -N27: 1978 

詩と批評E 田村隆一思想社 ωl.l-Ta82 

1978 

3お.6-S028 小説と時間川端柳太郎朝日新聞 901.3-Ka91 

社 1978

334.3-Y54 我を求めて一作家論集一 勝又浩 910.26← Ka88 

講談社 1978 

334.46 -U 45 :冬を追う雨詩集北村太郎思潮 911.56 -Ki 68 

社 1978

335.5 -Ko 31 花地獄鈴木清順北冬書房 1977 913.6 -Su96 

火の車立松和平集英社 1979 913.o-Ta94 

335.92-H74 別れた友飯島耕一 中央公論社 914.6 -I 27 

止まらない時間のなかを草野心平 914.6-Ku84 

361.6-C91: PHP研究所 1976 

いまもむかしも愛別ぱなし 氷上勉 914.6-Mi 36 

文化出版局 1977 

361.6-Ki 38 唐詩の鑑賞横山伊勢雄ぎょうせ 921.4-Y79 

し、 1978

361.6-M063 ドイツ文学研究文献要覧 1945- 940. 31-M055 

1977 森本浩介編集 日本アソン

361.6 -072 エーツ 1979 

950.28 -Sh67 

日本社会主義の思想松沢弘陽筑 363.021-Ma93 

ランボー「酔いどれ船」捜索 篠原

義近国文社 1978

摩書房 1973 

女性解放の政治学 フリーマン著 367.8-F 46 
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函書館事情

〔図書館通営委員会〕

。第 126回図書館運営委員会要録

日時:昭和55年 1月18日(金)13: 1O~ 15 : 20 

場所:会議室(プレハブ2階)

審議事項:

(1) 理学部・法文学部・教育学部・教養部の図書室について

報告事項:

(1) 図書館建築について

(2) 本館の蔵書構成について

(3) JO 1 S !r.ついて

(4) 沖縄県庁所蔵資料について

。第 127回図書館運営委員会要録

日時:昭和田年2月15日(金) 13: 1O~14:40 

場所:会議室(プレハブ2階〉

審議事項:

(1) 開館時間(土曜日)の延長について

(2) 伊波文庫「渡琉日記」について

報告事項:

(1) JOIS について

〔図書館研修会〕

東京大学附属図書館長藤原鎮男教捜を講師lζ迎えて「学術情報と大学図書館Jと題して研修会を開

催した。スライドをまじえて欧米のコンヒ。ューターによる情報サービスについて、文今後の日本に

おける情報検索サービスの在り方を示唆していただき、興味深い有意義な講義でありました。

参加人員 30名

目時:昭和55年 2月25日(火)14: OO~ 15 : 30 

場所:琉大法文ピjレ101教室

講習会、会議釦

。JOIS講習会 2月5臼(火) -7日(木) 於博多新三井ピJレ地下 1階会議室 山田勉参考調査

係長松島寛正主任参加

。九州地区国立大学附属図書館実務連絡担当者会議 2月22日(金)於九州大学附属図書館平良恵

仁事務長 宮島恵砿雑誌係長参加

。丸善DIALCおシステムの説明会 3月25日(火)10: OO~ 12 : 00 於琉大法文ビル 101教 室 平 良

事務長以下28名参加

琉球大学附属図書館報“びぷりお" 第13巻 第 1号〔通巻第46号〕

昭和田年 3月26日 発行人平良恵仁沖縄県那覇市当蔵町3丁目 1番地

電話 87-0101 (内線338)
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